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１ 下水道使用料について 

(1) 公費と私費の負担区分 

下水道事業は、地方公営企業として、適正な経費負担区分を前提とした独立

採算制による経営が義務付けられている。 

下水道事業の管理運営に係る費用負担については、基本的には、「雨水に係

るものは公費」で、「汚水に係るものは私費（使用料）」で負担するものとされ

ている（雨水公費・汚水私費の原則）。 

(2) 二部使用料制 

神戸市の下水道使用料は、基本使用料と従量使用料を組み合わせた二部使用

料制を採用しており、基本水量 10 ㎥／月までは基本使用料を徴収している。 

使用水量にかかわらず一律 使用水量に応じて支払額が変動 

二 部 

使用料制 
＝ 

基本使用料 

＋ 

従量使用料 
使用水量に関係なく、下水道

事業を行うため必要な固定的

経費を回収する料金 

使用水量に応じて発生する変

動的な経費を回収する料金 

○神戸市の下水道使用料（基本水量制＋二部使用料制）

基本水量の 

10 ㎥以下は 

従量使用料 

がかからない 

資料２
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(3) 基本水量制に関する最近の状況 

近年は、１世帯あたりの使用水量が減少傾向にあることから、全国的に基本

水量を見直す都市が増えている。 

○基本使用料（税抜）と基本水量の設定状況

基本水量切り下げ： 

◆東京都(8 ㎥、H10) 

◆川崎市(8 ㎥、H12) 

◆横浜市(8 ㎥、H13) 

■加古川市(5㎥、H16) 

■明石市(5 ㎥、H18)

◆広島市(6 ㎥、H20) 

◆京都市(5 ㎥、H25) 

基本水量無し： 

◆堺市 

■三木市

基本水量廃止： 

◆福岡市(H5) 

■尼崎市(H15)

◆千葉市(H19) 

◆浜松市(H19) 

◆岡山市(H20) 

◆熊本市(H21) 

◆さいたま市

(H22) 

■伊丹市(H23)

■姫路市(H29)
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(4) 他都市の下水道使用料との比較 

①政令指定都市（平成 30 年 1 月 1 日現在）

（税抜） 

№ 都市名 
基本 

水量 

基本使用料

(円) 

順

位 

1 ㎥使用

料(円) 

最高ラン

ク(円) 

10 ㎥使用

料(円) 

順

位 

20 ㎥使用料

（円） 

順

位 
直近改定日 

1 神戸市 10 470 1 47.00 260 470 1 1,450 3 S61.5.1 

2 札幌市 10 600 7 60.00 237 600 4 1,270 2 H9.4.1 

3 仙台市 10 703 16 70.30 420 703 9 1,743 5 H14.3.1 

4 さいたま市 0 666 13 83.60 413 836 13 2,236 15 H26.6.1 

5 千葉市 0 580 6 74.00 359 740 11 1,850 7 H26.4.1 

6 東京都 8 560 4 70.00 345 780 12 1,880 10 H10.6.1 

7 川崎市 8 660 11 82.50 475 680 7 1,960 11 H16.4.1 

8 横浜市 8 630 8 78.75 472 670 6 1,850 7 H13.4.1 

9 相模原市 8 686 14 85.75 237 876 14 1,851 9 H25.4.1 

10 新潟市 10 1,190 21 119.00 314 1,190 19 2,770 21 H16.7.1 

11 静岡市 0 925 19 127.50 220 1,275 20 2,525 17 H18.6.1 

12 浜松市 0 1,110 20 151.00 212 1,510 21 2,680 19 H29.10.1 

13 名古屋市 10 560 4 56.00 254 560 3 1,640 4 H12.1.1 

14 京都市 5 650 10 130.00 218 700 8 1,830 6 H25.8.1 

15 大阪市 10 550 3 55.00 234 550 2 1,160 1 H13.6.1 

16 堺市 0 665 12 116.50 395 1,165 18 2,565 18 H29.10.1 

17 岡山市 0 538 2 115.80 424 1,158 17 2,738 20 H20.4.1 

18 広島市 6 695 15 115.83 495 715 10 2,055 13 H20.7.1 

19 北九州市 10 634 9 63.40 412 634 5 2,044 12 H11.11.1 

20 福岡市 0 760 17 89.00 515 890 15 2,410 16 H17.6.1 

21 熊本市 0 810 18 94.30 310 943 16 2,133 14 H21.9.1 

②近隣市（平成 30 年 1 月 1 日現在）

（税抜） 

№ 都市名 
基本 

水量 

基本使用料

(円) 

順

位 

1 ㎥使用

料(円) 

最高ラン

ク(円) 

10 ㎥使用

料(円) 

順

位 

20 ㎥使用料

（円） 

順

位 
直近改定日 

1 神戸市 10 470 1 47.00 260 470 1 1,450 2 S61.5.1 

2 尼崎市 0 549 4 60.90 220 609 3 1,559 4 H15.6.1 

3 芦屋市 10 530 2 53.00 188 530 2 1,350 1 H14.4.1 

4 西宮市 0 626 7 72.60 215 726 6 1,616 6 H28.8.1 

5 伊丹市 0 590 5 126.00 168 670 4 1,570 5 H23.11.1 

6 宝塚市 0 530 2 78.00 155 780 7 1,680 7 H28.6.1 

7 三田市 10 670 8 67.00 220 670 4 1,470 3 H1.4.1 

8 三木市 0 600 6 110.00 240 1,100 10 2,400 11 H16.7.1 

9 明石市 5 798 9 159.60 324 848 8 1,998 8 H18.4.1 

10 加古川市 5 900 11 180.00 420 1,100 10 2,300 9 H16.4.1 

11 小野市 10 1,150 12 115.00 301 1,150 12 2,530 12 H28.10.1 

12 姫路市 0 860 10 103.00 385 1,030 9 2,390 10 H29.4.1 

(注)    は基本水量を廃止した都市、  は基本水量を切り下げた都市 

(注)基本水量が無い都市の 1㎥の使用料は、10 ㎥の使用料を計算し、10 で除して算出した。 
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２ 神戸市の下水道事業 
 

(1) 使用料収入と有収水量の推移 

 

下水道事業の収入の基礎となる年間有収水量は、平成 19 年度以降減少して

おり、それに伴い使用料収入は年々減少している。 

 

 
 

(2) 人口と世帯人員の推移 

 

平成 23 年 11 月の 1,544,849 人(推計人口)をピークに人口は減少し、世帯の

小規模化が進み、少量使用者が増えている。 

 

 
  

資料２ 
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(3) 世帯人員別の 1か月あたりの平均使用水量 

世帯人員 H15 H18 H21 H24 H28 

1 人 8.2 ㎥ 7.8 ㎥ 7.7 ㎥ 8.0 ㎥ 8.2 ㎥ 

2 人 16.3 ㎥ 16.2 ㎥ 16.0 ㎥ 16.2 ㎥ 15.9 ㎥ 

3 人 21.8 ㎥ 21.6 ㎥ 21.2 ㎥ 20.8 ㎥ 20.4 ㎥ 

4 人 26.8 ㎥ 26.3 ㎥ 25.1 ㎥ 25.1 ㎥ 24.3 ㎥ 

5 人 29.4 ㎥ 30.6 ㎥ 29.7 ㎥ 29.6 ㎥ 28.5 ㎥ 

6 人以上 37.2 ㎥ 35.6 ㎥ 35.0 ㎥ 35.4 ㎥ 33.9 ㎥ 

〔出典〕東京都水道局 生活用水実態調査 

 

(4) 使用水量ランク別使用者数・使用水量・使用料 

2 ヶ月分の調定・請求内容に基づき、使用水量と使用者数を集計したところ、

全体の約 40％が 10 ㎥（基本水量）以下である。 

使用者数 

使用水量 

H29.11 月～12 月（2 ヶ月分）の調定内容 

水栓数 使用水量（千㎥） 使用料(百万円) 

0～10 ㎥ 

(基本使用料のみ) 
313,206 40.45% 3,251,491 11.12% 317 9.28% 

11～30 ㎥ 397,143 51.30% 14,592,295 49.90% 1,107 32.42% 

31～50 ㎥ 51,920 6.71% 3,755,379 12.84% 360 10.56% 

51～100 ㎥ 6,614 0.85% 857,478 2.93% 102 2.99% 

101～200 ㎥ 2,277 0.29% 641,344 2.19% 97 2.83% 

201～500 ㎥ 1,713 0.22% 1,066,916 3.65% 198 5.81% 

501～1,000 ㎥ 700 0.09% 982,316 3.36% 208 6.08% 

1,001～2,000 ㎥ 362 0.05% 991,171 3.39% 229 6.71% 

2,001 ㎥～ 295 0.04% 3,101,960 10.61% 795 23.31% 

合 計 774,230 100% 29,240,350 100% 3,413 100% 

 

(5) 基本水量内の内訳（1ヶ月当たりの水栓数） 

基本水量内の使用者のうち、1ヶ月5㎥以下は53％、6㎥以下は63％である。 

 
H28 

 

1 ㎥以下 73,261 

2 ㎥ 19,176 

3 ㎥ 24,585 

4 ㎥ 30,371 

5 ㎥ 33,482 

6 ㎥ 33,841 

7 ㎥ 32,938 

8 ㎥ 32,067 

9 ㎥ 30,995 

10 ㎥ 29,967 

合 計 340,683 

  

53％ 63％ 
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３ 改築更新等の投資計画 

神戸市の下水道事業は、昭和 26 年に着手以来 66 年が経過し、特に昭和 40

年代後半の高度経済成長期に集中的に整備した下水管きょや処理場・ポンプ場

などの施設の老朽化が進行している。 

これらの施設を健全に維持管理し、計画的な改築更新事業をこれまで以上に

推進していく必要がある。 

(1) 投資経費の分析 

①建設事業費の推移・見通し

②事業内容の変遷（新築から改築へ） （単位：億円） 

2003 H15 2011 H23 2016 H28 2028 H40 

汚水:改築 97 102 149 208 

雨水：改築 18 22 9 39 

汚水：新設・その他 67 6 5 2 

雨水：新設・その他 29 44 21 8 

合 計 211 174 184 257 

資料２
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(2) 下水道施設の現状 

①年度別汚水管きょの整備状況

（平成 28年度末：約 4,100km） 

②汚水管きょの改築更新

鉄筋コンクリート管の使用限界を 80 年として事業の平準化を図り、改築更新ペ

ースを加速していく。（現在：約 45km/年→平成 48～67 年度：約 65km／年） 

③主な処理場・ポンプ場の整備状況 （平成30年3月31日現在） 

処理場 運転開始 経過年数 処理水量 ポンプ場 運転開始 経過年数 排水面積 

東灘 S37 年 10 月 55 年 16.1 万㎥／日 魚 崎 ( 合 流 ) S37年 1月 56 年 343 ha 

Ｐ Ｉ S55 年 5 月 37 年 1 万㎥／日 本 庄 ( 合 流 ) S41年 4月 52 年 152 ha 

中 部 S33 年 11 月 廃止 ― 深江大橋(汚水) S44 年 1 月 49 年 88 ha 

鈴蘭台 S43 年 9 月 49 年 1.6 万㎥／日 宇治川(雨水) S30年 4月 63 年 39 ha 

西 部 S40 年 4 月 53 年 9.6 万㎥／日 外 浜 ( 雨 水 ) S41年 9月 51 年 22 ha 

垂 水 S49 年 8 月 43 年 14 万㎥／日 湊 川 ( 雨 水 ) S44年 6月 48 年 32 ha 

玉 津 S56 年 8 月 36 年 7.3 万㎥／日 ※運転開始から 40 年以上経過した施設を抜粋 

※神戸市の下水道は、汚水と雨水を別々に流す分

流式であるが、東灘区の一部については汚水と

雨水を一緒に流す合流式となっている。 

合計 49.6 万㎥／日 

H28 年度末 
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④主な処理場・ポンプ場の経年表 （平成30年3月31日現在） 

⑤建設事業費の見通し

下水道施設の改築更新にかかる事業費は、年間 200 億円から 220 億円程度

を想定している。 

H28 年度末 
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４ 維持管理費の見通し 
 

(1) 維持管理費の見通し 

 

平成28年度の下水道施設に係る維持管理費は83億円となっており、内訳は、

一般管理費 43 億円、処理場費 33 億円、ポンプ場費 2億円、管渠費 5億円であ

る。 

維持管理費については、ネットワーク幹線の活用による処理場の廃止や民間

活力の導入、買電電力量の削減や新技術の導入等により削減に努めているが、

平成 30 年度以降、毎年 85 億円程度で推移する見込みである。 

 

○維持管理費の見通し（H28-H40） 

 
 

 

(2) 処理場費削減のための取組みと見通し 

 

電力費を含む動力費、修繕費を中心に削減に取り組んでいる。 

 

○処理場費と業務量（処理水量）の推移（前回改定[S61]以降） 

   

資料２ 
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①電力費の見通し

契約電力の見直し、買電電力量の削減等により電力費の削減に努めている

が、単価の変動もあり、今後は電力費が年間 10 億円程度見込まれる。 

処理水量の減少を予測しているが、今後 10 年間では系列単位での休止ま

でには至らず、買電電力量の削減には繋がらない。 

○電力費と業務量（処理水量）の推移・見通し

(注) 業務量（処理水量）は、流域下水道分も含む。 

②修繕費の見通し

稼動している設備に対して、ライフサイクルコストを抑制しながら計画的

に改築更新を進めるためには、標準耐用年数の 1.5 倍～2.0 倍の延命化を図

る必要があり、修繕費が過去 10 年間の平均で年間 3億円程度見込まれる。 

○修繕費と業務量（処理水量）の推移

(注) 業務量（処理水量）は、流域下水道分も含む。 

西部処理場北系 

垂水処理場東系拡張 

供用開始(予定)
西部処理場北系

垂水処理場東系拡張

供用開始(予定)

西部処理場北系 

垂水処理場東系拡張 

供用開始(予定) 

名谷処理場廃止 

中部処理場

廃止 

西部処理場北系 

垂水処理条東系拡張 

共用開始(予定) 
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５ 下水道事業会計の見通し 

(1) 収益的収支の見通し

下水道使用料は減少傾向であり、平成 31 年度以降は、収益的収支における

損失（赤字額）が毎年累積していく見込みである。 

(単位：億円） 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

収
益
的
収
支 

収

入

下水道使用料 188 186 184 183 181 180 179 177 176 175 173 172 171 

長期前受金戻入 102 101 100 99 99 98 99 100 93 90 90 86 82 

一般会計繰入金 44 45 44 42 42 42 42 42 43 45 46 45 45 

その他収益等 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 

特別利益 ※1 10 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計（A） 349 338 348 329 327 325 325 324 317 315 314 307 303 

支

出

人件費 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 

物件費 57 59 59 59 58 58 59 59 59 59 59 59 59 

減価償却費等 221 222 222 222 221 223 229 227 222 220 223 213 206 

企業債支払利息等 30 29 27 24 22 20 18 17 15 14 13 13 12 

その他支出等 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

特別損失 1 0 0 1 1 1 1 10 3 2 1 1 1 

合計（B） 336 339 336 334 331 331 336 342 328 323 325 313 306 

収支差引(C)＝(A)－(B） 12 △0 12 △4 △3 △5 △10 △17 △10 △8 △10 △6 △3 

累積損益 24 △0 11 7 3 △2 △12 △30 △40 △49 △60 △66 △69 
※1 特別利益は、震災後緊急避難的にカットされた一般会計補助金であり、平成 30 年度までに総額 153 億円の返還を

受けることになっている。平成 29 年度は予算額 1 億円、平成 30 年度は、残額 15 億円を計上している。

(注) 各項目で単位未満を切り捨てて表示しているため、合計欄や収支差引欄が内訳項目の計算結果と一致しない場合

がある。 

(注） 28 年度は決算額、29 年度は予算額である。30 年度以降は見込み額を記載している。 

(2) 資本的収支の見通し

国庫補助金をめぐる状況は大変厳しいが、現状の補助額を堅持できるよう努

めていく。また、老朽化施設の改築更新のための建設改良費の増加が見込まれ、

今後、資本的収支不足額も増加する見込みである。 
(単位：億円） 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

資
本
的
収
支 

収

入

企業債 71 167 97 95 92 119 84 95 93 91 82 104 129 

国庫補助金 43 76 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41 

他会計繰入金他 11 9 6 5 5 4 3 2 2 2 2 2 2 

基金繰入金 ※１ 22 0 20 9 22 0 0 28 0 0 0 0 0 

合計（X） 147 253 164 152 160 165 128 167 137 134 126 148 173 

支

出

建設改良費 159 299 210 208 203 244 190 207 204 200 188 234 259 

企業債等償還金 119 87 119 96 112 70 67 99 70 70 93 77 96 

その他 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計（Y） 283 388 329 304 315 315 258 307 274 271 282 311 356 

収支差引(Z)＝(X)－(Y） △135 △135 △164 △152 △155 △149 △129 △139 △137 △136 △155 △163 

※１ 企業債の満期一括償還の財源として「神戸市下水道事業基金」の積立基金部分を取り崩し、繰り入れている。

(注) 各項目で単位未満を切り捨てて表示しているため、合計欄や収支差引欄が内訳項目の計算結果と一致しない場合

がある。 

(注） 28 年度は決算額、29 年度は予算額と 28 年度からの繰越分を含んでいる。30 年度以降は見込み額を記載してい

る。 

西部処理場北系 

垂水処理場東系拡張 

供用開始(予定)

△183
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６ 財政計画と下水道使用料の改定案 
 

(1) 財政計画の前提条件 

・平成 28 年度は決算額、平成 29 年度は予算額である。 

・算定期間は平成 31 年度から平成 40 年度の 10 年間とする。 

・試算上は、改定時期を平成 31 年 10 月 1 日と想定した。 

・単年度収支の均衡を図る。 

・経費回収率は総務省が求める 100％以上を目指す。 

・維持管理費は毎年 85 億円程度を想定する。 

・建設事業費は毎年 200 億円～220 億円程度で平準化する。 

・企業債残高の増加をできるだけ抑制する。 

・資金残高は、年度途中に運転資金がショートすることがないよう算出する。 

 

(2) 収益的収支の見通し 

(単位：億円） 

 
H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

収
益
的
収
支 

収

入 

下水道使用料 188 186 184 183 181 180 179 177 176 175 173 172 171 

下水道使用料等

の増収額 
─ ─ ─ 6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

長期前受金戻入 102 101 100 99 99 98 99 100 93 90 90 86 82 

一般会計繰入金 44 45 44 42 42 42 42 42 43 45 46 45 45 

その他収益等 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 

特別利益 ※1 10 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計（A） 349 338 348 335 339 337 337 336 329 327 326 319 315 

支

出 
人件費 25 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 

物件費 57 59 59 59 58 58 59 59 59 59 59 59 59 

減価償却費等 221 222 222 222 221 223 229 227 222 220 223 213 206 

企業債支払利息等 30 29 27 24 22 20 18 17 15 14 13 13 12 

その他支出等 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

特別損失 1 0 0 1 1 1 1 10 3 2 1 1 1 

合計（B） 336 339 336 334 331 331 336 342 328 323 325 313 306 

収支差引(C)＝(A)－(B） 12 △0 12 1 8 6 1 △5 1 3 1 5 8 

累積損益 24 △0 11 13 21 27 29 23 25 28 29 35 44 
※1 特別利益は、震災後緊急避難的にカットされた一般会計補助金であり、平成 30 年度までに総額 153 億円の返還を

受けることになっている。平成 29 年度は予算額 1 億円、平成 30 年度は、残額 15 億円を計上している。 

(注） 28 年度は決算額、29 年度は予算額である。30 年度以降は見込み額を記載している。 

(注) 各項目で単位未満を切り捨てて表示しているため、合計欄や収支差引欄が内訳項目の計算結果と一致しない場合

がある。 

(注） 28 年度は決算額、29 年度は予算額である。30 年度以降は見込み額を記載している。 
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○経費回収率 (単位：億円） 

 
H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 

下水道使用料 A 188 186 184 183 181 180 179 177 176 175 173 172 171 

使用料等の増収額B ─ ─ ─ 6 12 12 12 12 12 12 12 12 12 

汚水処理費用※

1 C 
193 191 191 191 189 189 192 197 189 186 187 181 177 

A＋ B－ C △5 △4 △6 △2 4 3 △1 △8 △０ ０ △1 3 6 

経費回収率 

(A＋B)/C 
97％ 97％ 96％ 98％ 102％ 101％ 99％ 95％ 99％ 100％ 99％ 101％ 103％ 

※1 汚水処理費は、収益的支出から付帯事業費・長期前受金戻入・一般会計繰入金を除いたものである。 

(注) 各項目で単位未満を切り捨てて表示しているため、表中の計算結果が内訳項目の計算結果と一致しない場

合がある。 

 

「経営指標の概要(水道事業・下水道事業)(平成 28 年度決算)〔総務省〕」

では、“使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている状況を示す 100％

以上であることが必要である”とされている。 

平成 28 年度の経費回収率の政令指定都市平均は 113.34％、全国平均は

100.04％である。 

平成 28 年度の経費回収率が 100％を下回る政令指定都市は、熊本市

(96.39％）、神戸市(97.04％)、岡山市(97.32％)、北九州市(97.61％)の 4

市であった。 

 
(3) 改定パターン案作成の前提条件 

・基本水量（10 ㎥）を切り下げる場合は、5㎥もしくは 6㎥とする。 

・従量使用料の使用水量ランクについては、現行の 8区分を基本とする。 

・ただし、基本水量を切り下げる場合は、10 ㎥以下に従量使用料の水量ラ

ンクを 1区分新設し、9区分とする。 

  



14 

 

(4) 改定パターン案 

基本使用料のみ改定するＡ案、基本使用料と従量使用料を一定比率で改定

するＢ案、基本水量を 5㎥に切り下げるＣ案、基本水量を 6㎥に切り下げる

Ｄ案、基本水量を廃止するＥ案の計 13 案をご提示した。 

いただいたご意見をふまえて、さらに３案（Ｃ－５、Ｄ－５、Ｅ－３）追

加し、今後の下水道専門部会で検討を進める予定である。 

○内の数字は政令指定都市の順位（全て税抜） 
 

現行 

基本使用

料のみ 

改定 

基本使用料と従量使

用料を一定の比率で

改定 

基本水量を切り下げ（5㎥） 

従量区分（6～10 ㎥）の単価新設 

Ａ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｃ-１ Ｃ-２ Ｃ-３ Ｃ-４ Ｃ-５ 

基本水量 10 ㎥ 10 ㎥ 10 ㎥ 10 ㎥ 5 ㎥ 

基本使用料 ¥470 ¥600 ¥503 ¥520 ¥484 ¥470 ¥500 ¥500 ¥500 

改定内容 

基 本 

使用料 
＋130 円
(27.6％増) 

7.2％増 
＋50 円 

(10.6％増) 

＋14 円 
(3.1％増) 

改定 

無し 
＋30 円
（6.3％増） 

＋30 円
（6.3％増） 

＋30 円
（6.3％増） 

従 量 

使用料 

改定 

無し 
7.2％増 

一律

5.7％増 

6～10 ㎥新設 20 円/㎥ 

一律

3.1％増 

一律

4.1％増 

最高ラン

クを除き

2.1％増 

11～50 ㎥

を一律

4.1％増 

一律

1.1％増 

1

ヶ

月

使

用

水

量

別 

下

水

道

使

用

料

・

改

定

率 

5 ㎥ 
¥470 ¥600 ¥503 ¥520 ¥484 ¥470 ¥500 ¥500 ¥500 

- 27.6% 7.0% 10.6% 2.9% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 

6 ㎥ 
¥470 ¥600 ¥503 ¥520 ¥504 ¥490 ¥520 ¥520 ¥520 

- 27.6% 7.0% 10.6% 7.2% 4.2% 10.6% 10.6% 10.6% 

10 ㎥ 
①¥470 ③¥600 ①¥503 ①¥520 ③¥584 ③¥570 ③¥600 ③¥600 ③¥600 

- 27.6% 7.0% 10.6% 24.2% 21.2% 27.6% 27.6% 27.6% 

20 ㎥ 
③¥1,450 ③¥1,580 ③¥1,553 ③¥1,550 ③¥1,594 ③¥1,590 ③¥1,600 ③¥1,620 ③¥1,600 

- 8.9% 7.1% 6.8% 9.9% 9.6% 10.3% 11.7% 10.3% 

30 ㎥ 
¥2,430 ¥2,560 ¥2,603 ¥2,580 ¥2,604 ¥2,610 ¥2,600 ¥2,640 ¥2,600 

- 5.3% 7.1% 6.1% 7.1% 7.4% 6.9% 8.6% 6.9% 
 

 

現行 

基本水量を切り下げ（6㎥） 

従量区分（7～10 ㎥）の単価新設 
基本水量廃止（0㎥） 

従量区分(1～10 ㎥)の単価新設 

Ｄ-１ Ｄ-２ Ｄ-３ Ｄ-４ Ｄ-５ Ｅ－１ Ｅ－２ Ｅ－３ 

基本水量 10 ㎥ 6 ㎥ 0 ㎥ 

基本使用料 ¥470 ¥489 ¥470 ¥500 ¥500 ¥500 ¥470 ¥470 ¥500 

改定内容 

基 本 

使用料 
＋19 円
（4.1％増） 

改定無し 
＋30 円
（6.3％増） 

＋30 円
（6.3％増） 

＋30 円
（6.3％増） 

改定無し 改定無し 
＋30 円
（6.3％増） 

従 量 

使用料 

7～10 ㎥新設 20 円/㎥ 
１～10㎥新

設16円/㎥ 

１～10 ㎥新設 

10 円/㎥ 

一律

4.1％増 

一律

5.3％増 

最高ラン

クを除き

4.0％増 

11～50 ㎥

を一律

7.2％増 

一律

3.1％増 
改定無し 

一律

3.3％増 

一律

1.1％増 

1

ヶ

月

使

用

水

量

別 

下

水

道

使

用

料

・

改

定

率 

5 ㎥ 
¥470 ¥489 ¥470 ¥500 ¥500 ¥500 ¥550 ¥520 ¥550 

- 4.0% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 17.0% 10.6% 17.0% 

6 ㎥ 
¥470 ¥489 ¥470 ¥500 ¥500 ¥500 ¥566 ¥530 ¥560 

- 4.0% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3% 20.4% 12.7% 19.1% 

10 ㎥ 
①¥470 ③¥569 ①¥550 ③¥580 ③¥580 ③¥580 ④¥630 ③¥570 ③¥600 

- 21.0% 17.0% 23.4% 23.4% 23.4% 34.0% 21.2% 27.6% 

20 ㎥ 
③¥1,450 ③¥1,589 ③¥1,580 ③¥1,590 ③¥1,630 ③¥1,590 ③¥1,610 ③¥1,580 ③¥1,590 

- 9.5% 8.9% 9.6% 12.4% 9.6% 11.0% 8.9% 9.6% 

30 ㎥ 
¥2,430 ¥2,609 ¥2,610 ¥2,600 ¥2,680 ¥2,600 ¥2,590 ¥2,590 ¥2,580 

- 7.3% 7.4% 6.9% 10.2% 6.9% 6.5% 6.5% 6.1% 
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(5) 改定パターン案詳細 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量：10 ㎥ 

基本使用料のみ改定 

基本使用料：27.6％増 

470円→600円(＋130円) 

従量区分別単価：現況固定 

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×98円/㎥  

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 600 円 (＋130 円) 

7 ㎥: 600 円 (＋130 円) 

10 ㎥: 600 円 (＋130 円)③ 

20 ㎥: 1,580 円 (＋130 円)③ 

30 ㎥: 2,560 円 (＋130 円) 

50 ㎥: 5,120 円 (＋130 円) 

100 ㎥: 12,720 円 (＋130 円) 

200 ㎥: 31,020 円 (＋130 円) 

500 ㎥: 95,520 円 (＋130 円) 

1,000 ㎥: 210,520 円 (＋130 円) 

2,000 ㎥: 455,520 円 (＋130 円) 

10,000 ㎥:2,535,520 円 (＋130 円) 

 

 
   

     

 

基本使用料 600 円(税抜) 27.6％増（＋130 円） 
 

 

 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量：10 ㎥ 

基本使用料：7.2％増 

（1 円未満切捨てにより

7.0％増） 

470 円→503 円(＋33円) 

従量区分別単価：各区分単価を一律 7.2％増（1 円未

満切捨てにより 6.5～７.1％増） 

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×105 円/㎥  

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×137 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×162 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×196 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×230 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×246 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×262 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×278 円/㎥ 
 

6 ㎥: 503 円 (＋ 33 円) 

7 ㎥: 503 円 (＋ 33 円) 

10 ㎥: 503 円 (＋ 33 円)① 

20 ㎥: 1,553 円 (＋103 円)③ 

30 ㎥: 2,603 円 (＋173 円) 

50 ㎥: 5,343 円 (＋353 円) 

100 ㎥: 13,443 円 (＋853 円) 

200 ㎥: 33,043 円 (＋2,153 円) 

500 ㎥: 102,043 円 (＋6,653 円) 

1,000 ㎥: 225,043 円 (＋14,653 円) 

2,000 ㎥: 487,043 円 (＋31,653 円) 

10,000 ㎥:2,711,043 円(＋175,653 円) 

 
    

     

 

基本使用料 503 円(税抜) 7.0％増（＋33 円） 
 

 

Ｂ－１ 

Ａ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量：10 ㎥ 

基本使用料：10.6％増 

470 円→520 円(＋50円) 

従量区分別単価：各区分単価を一律 5.7％増（1 円未

満切捨てにより 5.1～5.6％増） 

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×103 円/㎥  

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×135 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×160 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×193 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×227 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×243 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×258 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×274 円/㎥ 
 

6 ㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

7 ㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

10 ㎥: 520 円 (＋ 50 円)① 

20 ㎥: 1,550 円 (＋100 円)③ 

30 ㎥: 2,580 円 (＋150 円) 

50 ㎥: 5,280 円 (＋290 円) 

100 ㎥: 13,280 円 (＋690 円) 

200 ㎥: 32,580 円 (＋1,690 円) 

500 ㎥: 100,680 円 (＋5,290 円) 

1,000 ㎥: 222,180 円 (＋11,790 円) 

2,000 ㎥: 480,180 円 (＋24,790 円) 

10,000 ㎥:2,672,180 円(＋136,790 円) 

 
    

     

 

基本使用料 520 円(税抜) 10.6％増（＋50 円） 
 

 

    

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→5 ㎥ 

基本使用料：3.1％増 

（1 円未満切捨てにより

2.9％増） 

470 円→484 円(＋14円) 

従量区分別単価：6～10 ㎥新設 20 円／㎥、各区分は

一律 3.1％増（1円未満切捨てにより 2.3～3.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×101 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×131 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×156 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×188 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×221 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×237 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×252 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×268 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 504 円 (＋ 34 円) 

7 ㎥: 524 円 (＋ 54 円) 

10 ㎥: 584 円 (＋114 円)③ 

20 ㎥: 1,594 円 (＋144 円)③ 

30 ㎥: 2,604 円 (＋174 円) 

50 ㎥: 5,224 円 (＋234 円) 

100 ㎥: 13,024 円 (＋434 円) 

200 ㎥: 31,824 円 (＋934 円) 

500 ㎥: 98,124 円 (＋2,734 円) 

1,000 ㎥: 216,624 円 (＋6,234 円) 

2,000 ㎥: 468,624 円 (＋13,234 円) 

10,000 ㎥: 2,612,624 円 (＋77,234 円) 

          

6 ㎥から従量使用料がかかる→ 6 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 484 円(税抜) 3.0％増（+14 円） 
 

 

  

Ｃ－１ 

Ｂ－２ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→5 ㎥ 

基本使用料：現況固定 

470 円→470 円(±0 円) 

従量区分別単価：6～10 ㎥新設 20 円／㎥、各区分は

一律 4.1％増（1円未満切捨てにより 3.7～4.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×101 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×133 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×158 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×190 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×223 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×239 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×255 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×270 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 490 円 (＋ 20 円) 

7 ㎥: 510 円 (＋ 40 円) 

10 ㎥: 570 円 (＋100 円)③ 

20 ㎥: 1,590 円 (＋140 円)③ 

30 ㎥: 2,610 円 (＋180 円) 

50 ㎥: 5,270 円 (＋280 円) 

100 ㎥: 13,170 円 (＋580 円) 

200 ㎥: 32,170 円 (＋1,280 円) 

500 ㎥: 99,070 円 (＋3,680 円) 

1,000 ㎥: 218,570 円 (＋8,180 円) 

2,000 ㎥: 473,570 円 (＋18,180 円) 

10,000 ㎥: 2,633,570 円 (＋98,180 円) 

          

6 ㎥から従量使用料がかかる→ 6 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

基本使用料 470 円(税抜) 
 

   

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→5 ㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：6～10 ㎥新設 20円／㎥、 

最高ランクは現況固定、他区分は一律 2.1％増（1 円未

満切捨てにより 1.5～2.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×100 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×130 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×155 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×186 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×219 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×234 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×250 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

7 ㎥: 520 円 (＋ 70 円) 

10 ㎥: 600 円 (＋130 円)③ 

20 ㎥: 1,600 円 (＋150 円)③ 

30 ㎥: 2,600 円 (＋170 円) 

50 ㎥: 5,200 円 (＋210 円) 

100 ㎥: 12,950 円 (＋360 円) 

200 ㎥: 31,550 円 (＋660 円) 

500 ㎥: 97,250 円 (＋1,860 円) 

1,000 ㎥: 214,250 円 (＋3,860 円) 

2,000 ㎥: 464,250 円 (＋8,860 円) 

10,000 ㎥: 2,544,250 円  ( ＋ 8,860

円) 

          

6 ㎥から従量使用料がかかる→ 6 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（+30 円） 
 

 

Ｃ－２ 

Ｃ－３ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→5 ㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：6～10 ㎥新設 20 円／㎥、11～50 ㎥

を一律4.1％増（1円未満切捨てにより 3.9～4.0％増）、

51 ㎥以上現況固定 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×102 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×133 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×152 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×183 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×215 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×230 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×245 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 520 円 (＋50 円) 

7 ㎥: 520 円 (＋70 円) 

10 ㎥: 600 円 (＋130 円)③ 

20 ㎥: 1,620 円 (＋170 円)③ 

30 ㎥: 2,640 円 (＋210 円) 

50 ㎥: 5,300 円 (＋310 円) 

100 ㎥: 12,900 円 (＋310 円) 

200 ㎥: 31,200 円 (＋310 円) 

500 ㎥: 95,700 円 (＋310 円) 

1,000 ㎥: 210,700 円 (＋310 円) 

2,000 ㎥: 455,700 円 (＋310 円) 

10,000 ㎥: 2,535,700 円 (＋310 円) 

          

6 ㎥から従量使用料がかかる→ 6 7 8 9 10 

     従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（+30 円） 
 

 
 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→5 ㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：6～10 ㎥新設 20 円／㎥、各区分は

一律 2.0％増（1円未満切捨てにより 1.5～2.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×100 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×130 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×155 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×186 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×219 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×234 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×249 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×265 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

7 ㎥: 540 円 (＋ 70 円) 

10 ㎥: 600 円 (＋130 円)③ 

20 ㎥: 1,590 円 (＋140 円)③ 

30 ㎥: 2,580 円 (＋190 円) 

50 ㎥: 5,180 円 (＋190 円) 

100 ㎥: 12,930 円 (＋340 円) 

200 ㎥: 31,530 円 (＋640 円) 

500 ㎥: 97,230 円 (＋1,840 円) 

1,000 ㎥: 214,230 円 (＋3,840 円) 

2,000 ㎥: 463,230 円 (＋7,840 円) 

10,000 ㎥: 2,583,230 円 (＋47,840 円) 

          

6 ㎥から従量使用料がかかる→ 6 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（+30 円） 
 

 
 

Ｃ－４ 

Ｃ－５ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→6 ㎥ 

基本使用料：4.1％増 

（1 円未満切捨てにより

4.0％増） 

470 円→489 円(＋19円) 

従量区分別単価：7～10 ㎥新設 20 円／㎥、各区分は

一律 4.1％増（1円未満切捨てにより 3.7～4.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×102 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×133 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×158 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×190 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×223 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×239 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×255 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×270 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 489 円 (＋ 19 円) 

7 ㎥: 509 円 (＋ 39 円) 

10 ㎥: 569 円 (＋ 99 円)① 

20 ㎥: 1,589 円 (＋1３9 円)③ 

30 ㎥: 2,609 円 (＋179 円) 

50 ㎥: 5,269 円 (＋279 円) 

100 ㎥: 13,169 円 (＋579 円) 

200 ㎥: 32,169 円 (＋1,279 円) 

500 ㎥: 99,069 円 (＋3,679 円) 

1,000 ㎥: 218,569 円 (＋8,179 円) 

2,000 ㎥: 473,569 円 (＋18,179 円) 

10,000 ㎥: 2,633,569 円 (＋98,179 円) 

          

7 ㎥から従量使用料がかかる→ 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 489 円(税抜) 4.0％増（＋19 円） 
 

 

 
 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→６㎥ 

基本使用料：現況固定 

470 円→470 円(±0 円) 

従量区分別単価：7～10 ㎥新設 20 円／㎥、各区分は

一律 5.3％増（1円未満切捨てにより 4.6～5.2％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×103 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×134 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×160 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×192 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×226 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×242 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×257 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×273 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 470 円 (± 0 円) 

７㎥: 490 円 (＋ 20 円) 

10 ㎥: 550 円 (＋ 80 円)①  

20 ㎥: 1,580 円 (＋1３0 円)③ 

30 ㎥: 2,610 円 (＋180 円) 

50 ㎥: 5,290 円 (＋300 円) 

100 ㎥: 13,290 円 (＋700 円) 

200 ㎥: 32,490 円 (＋1,600 円) 

500 ㎥: 100,290 円 (＋4,900 円) 

1,000 ㎥: 221,290 円 (＋10,900 円) 

2,000 ㎥: 478,290 円 (＋22,900 円) 

10,000 ㎥:2,662,290 円(＋126,900 円) 

          

7 ㎥から従量使用料がかかる→ 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

基本使用料 470 円(税抜)  
 

 

 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

Ｄ－１ 

Ｄ－２ 
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○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→６㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：7～10 ㎥新設 20円／㎥、 

最高ランクは現況固定、他区分は一律 4.0％増（1 円未

満切捨てにより 3.0～3.9％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×101 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×133 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×158 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×190 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×223 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×239 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×254 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 500 円 (＋ 30 円) 

７㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

10 ㎥: 580 円 (＋110 円)③ 

20 ㎥: 1,590 円 (＋140 円)③ 

30 ㎥: 2,600 円 (＋170 円) 

50 ㎥: 5,260 円 (＋270 円) 

100 ㎥: 13,160 円 (＋570 円) 

200 ㎥: 32,160 円 (＋1,270 円) 

500 ㎥: 99,060 円 (＋3,670 円) 

1,000 ㎥: 218,560 円 (＋8,170 円) 

2,000 ㎥: 472,560 円 (＋17,170 円) 

10,000 ㎥: 2,552,560 円 (＋17,170 円) 

          

7 ㎥から従量使用料がかかる→ 7 8 9 10 

     従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（＋30 円） 
 

 

 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→６㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：7～10 ㎥新設 20 円／㎥、11～50 ㎥

を一律7.2％増（1円未満切捨てにより 7.0～7.1％増）、

51 ㎥以上現況固定 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×105 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×137 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×152 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×183 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×215 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×230 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×245 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 500 円 (＋ 30 円) 

７㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

10 ㎥: 580 円 (＋110 円)③ 

20 ㎥: 1,630 円 (＋180 円)③ 

30 ㎥: 2,680 円 (＋250 円) 

50 ㎥: 5,420 円 (＋430 円) 

100 ㎥: 13,020 円 (＋430 円) 

200 ㎥: 31,320 円 (＋430 円) 

500 ㎥: 95,820 円 (＋430 円) 

1,000 ㎥: 210,820 円 (＋430 円) 

2,000 ㎥: 455,820 円 (＋430 円) 

10,000 ㎥ :2,535,820 円 (＋430 円) 

          

7 ㎥から従量使用料がかかる→ 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（＋30 円） 
 

 

 

Ｄ－３ 

Ｄ－４ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量切り下げ： 

10→６㎥ 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：7～10 ㎥新設 20円／㎥、 

各区分は一律 3.1％増（1 円未満切捨てにより 2.3～

3.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×20円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×101 円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×131 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×156 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×188 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×221 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×237 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×252 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×268 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 500 円 (＋ 30 円) 

７㎥: 520 円 (＋ 50 円) 

10 ㎥: 580 円 (＋110 円)③ 

20 ㎥: 1,590 円 (＋140 円)③ 

30 ㎥: 2,600 円 (＋170 円) 

50 ㎥: 5,220 円 (＋230 円) 

100 ㎥: 13,020 円 (＋430 円) 

200 ㎥: 31,820 円 (＋930 円) 

500 ㎥: 98,120 円 (＋2,730 円) 

1,000 ㎥: 216,620 円 (＋6,230 円) 

2,000 ㎥: 468,620 円 (＋13,230 円) 

10,000 ㎥: 2,612,620 円 (＋77,230 円) 

          

7 ㎥から従量使用料がかかる→ 7 8 9 10 

 従量使用料(1 ㎥当たり 20 円) 
 

 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（＋30 円） 
 

 

 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位 

 

基本水量廃止 

基本使用料：現況固定 

470 円→470 円(±0 円) 

従量区分別単価：1～10 ㎥を新設 16 円／㎥、 

各区分は現況固定 

6 ㎥～10 ㎥ ― 
 

×16円/㎥    

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×98円/㎥ ×103 円/㎥  

×98 円/㎥ 

 

31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×128 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥ 

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×152 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥ 

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×183 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥ 

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×215 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥ 

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×230 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥ 

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×245 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥ 

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×260 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥ 
 

6 ㎥: 566 円 (＋ 96 円) 

７㎥: 582 円 (＋112 円) 

10 ㎥: 630 円 (＋160 円)④ 

20 ㎥: 1,610 円 (＋160 円)③ 

30 ㎥: 2,590 円 (＋160 円) 

50 ㎥: 5,150 円 (＋160 円) 

100 ㎥: 12,750 円 (＋160 円) 

200 ㎥: 31,050 円 (＋160 円) 

500 ㎥: 95,550 円 (＋160 円) 

1,000 ㎥: 210,550 円 (＋160 円) 

2,000 ㎥: 455,550 円 (＋160 円) 

10,000 ㎥: 2,535,550 円 (＋160 円) 

          

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 ㎥から従量使用料(1 ㎥当たり 16 円)がかかる 
 

基本使用料 470 円(税抜)  
 

 

 

Ｄ－５ 

Ｅ－１ 
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改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位

基本水量廃止 

基本使用料：現況固定 

470 円→470 円(±0 円) 

従量区分別単価：新設 10円／㎥、 

各区分は一律 3.3％増（1 円未満切捨てにより 3.0～

3.2％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― ×10 円/㎥ 

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×101 円/㎥ ×103 円/㎥

×98円/㎥31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×132 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×157 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×189 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×222 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×237 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×253 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×268 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥

6 ㎥: 530 円 (＋ 60 円) 

７㎥: 540 円 (＋ 70 円) 

10 ㎥: 570 円 (＋100 円)③ 

20 ㎥: 1,580 円 (＋130 円)③ 

30 ㎥: 2,590 円 (＋160 円) 

50 ㎥: 5,230 円 (＋240 円) 

100 ㎥: 13,080 円 (＋490 円) 

200 ㎥: 31,980 円 (＋1,090 円) 

500 ㎥: 98,580 円 (＋3,190 円) 

1,000 ㎥: 217,080 円 (＋6,690 円) 

2,000 ㎥: 470,080 円 (＋14,690 円) 

10,000 ㎥: 2,614,080 円 (＋78,690 円) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 ㎥から従量使用料(1 ㎥当たり 10 円)がかかる 

基本使用料 470 円(税抜) 

改定パターン 基本使用料（税抜） 従量使用料（税抜） 下水道使用料（税抜） 

○は政令指定都市順位

基本水量廃止 

基本使用料：6.3％増 

470 円→500 円(＋30円) 

従量区分別単価：新設 10円／㎥、 

各区分は一律１.1％増（1 円未満切捨てにより 0.6～

1.0％増） 

6 ㎥～10 ㎥ ― ×10 円/㎥ 

11 ㎥～30㎥ ×98 円/㎥ 

⇒ 

×99円/㎥ ×103 円/㎥

×98円/㎥31 ㎥～50㎥ ×128円/㎥ ×129 円/㎥ ×135 円/㎥ ×128 円/㎥

51 ㎥～100 ㎥ ×152円/㎥ ×153 円/㎥ ×160 円/㎥ ×152 円/㎥

101 ㎥～200 ㎥ ×183円/㎥ ×185 円/㎥ ×193 円/㎥ ×183 円/㎥

201 ㎥～500 ㎥ ×215円/㎥ ×217 円/㎥ ×227 円/㎥ ×215 円/㎥

501 ㎥～1,000 ㎥ ×230円/㎥ ×232 円/㎥ ×243 円/㎥ ×230 円/㎥

1,001 ㎥～2,000 ㎥ ×245円/㎥ ×247 円/㎥ ×258 円/㎥ ×245 円/㎥

2,001 ㎥～ ×260円/㎥ ×262 円/㎥ ×274 円/㎥ ×260 円/㎥

6 ㎥: 560 円 (＋ 90 円) 

７㎥: 570 円 (＋100 円) 

10 ㎥: 600 円 (＋130 円)③ 

20 ㎥: 1,590 円 (＋140 円)③ 

30 ㎥:  2,580 円 (＋150 円) 

50 ㎥:  5,160 円 (＋170 円) 

100 ㎥:  12,810 円 (＋220 円) 

200 ㎥: 31,310 円 (＋420 円) 

500 ㎥: 96,410 円 (＋1,020 円) 

1,000 ㎥: 212,410 円 (＋2,020 円) 

2,000 ㎥: 459,410 円 (＋4,020 円) 

10,000 ㎥: 2,555,410 円 (＋20,020 円) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

1 ㎥から従量使用料(1 ㎥当たり 10 円)がかかる 

基本使用料 500 円(税抜) 6.4％増（＋30 円） 

Ｅ－２ 

Ｅ－３ 
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(6) 類似団体等との比較 

 

○使用水量１㎥当たりの下水道使用料 

(平成30年1月1日現在、1戸1月につき、税抜、単位：円） 

都市名 

 

使用水量 

政
令
市 

平
均 

神
戸
市 

大
阪
市 

京
都
市 

札
幌
市 

仙
台
市 

千
葉
市 

東
京
都 

横
浜
市 

名
古
屋
市 

堺

市 
北
九
州
市 

福
岡
市 

10 ㎥ 84  47  55  70  60  70  74  78  67  56  117  63  89  

20 ㎥ 102  73  58  92  64  87  93  94  93  82  128  102  121  

30 ㎥ 118  81  66  100  73  104  112  109  119  108  152  126  143  

40 ㎥ 133  93  76  115  84  112  131  125  148  126  167  147  169  

50 ㎥ 142  100  81  125  91  117  143  134  165  136  175  159  184  

100 ㎥ 177  126  100  143  104  171  186  167  215  171  223  208  231  

200 ㎥ 209  154  118  163  125  223  226  198  257  205  279  232  271  

300 ㎥ 228  175  132  176  139  265  240  222  285  217  298  257  284  

500 ㎥ 241  191  143  186  151  300  251  241  307  232  313  277  317  

1,000 ㎥ 267  210  161  199  159  339  274  276  348  243  336  292  342  

3,000 ㎥ 303  238  197  208  186  384  321  322  412  250  375  369  392  

5,000 ㎥ 312  247  204  210  191  393  336  331  436  252  383  384  402  

10,000 ㎥ 324  254  219  214  214  399  347  338  454  253  389  396  458  

20,000 ㎥ 330  257  227  216  226  410  353  342  463  253  392  404  487  

 




